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た。そこで 1999 年 1 月，土地掘削に際し，調



















　本調査地点の基本土層は 5 層に分けられる。以下，調査区北壁・東壁の土層断面（図 2-3・4）に
もとづいて詳述する。各層の形成時期については，出土遺物が少なく決め手を欠いたため，周辺地点
の調査記録を参照した。なお，現地表面は標高約 3.75m であり，そこから標高 2.8 ～ 2.95m 辺りま
では近代以降の撹乱を受けていた。
　 1 層　 暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト質粘土からなる。上面の標高は 2.8 ～ 2.95m，厚さは 3 ～ 23
㎝を測る。近世の水田層と考えられる。
 　2 層　 黄褐色（2.5Y5/4）シルト質粘土からなる。上面の標高は 2.7 ～ 2.8m，厚さは 10 ～ 20 ㎝を測る。
中世～近世の水田層かと思われる。
　 3 層　 暗褐色（10YR3/4）シルトからなる。上面の標高は約 2.6m，厚さは 3 ～ 17 ㎝を測る。弥
生時代前期末～中世の土壌化層と考えられる。
　 4 層　 オリーブ褐色（2.5Y4/3）シルト・極細砂からなる。上面の標高は 2.6 ～ 2.65m，厚さは 28
～ 35 ㎝を測る。弥生時代前期末の洪水砂層と考えられる。
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本調査地点では，4 層中位～下位を遺構面として，遺構を検出した。
2．遺構と遺物
　本調査地点では，弥生時代前期に属する墓 2 基，土坑 2 基，焼土遺構 1 基，溝 3 条が調査された（図
2-5・6）。以下，遺構の種類ごとに詳述する。
（1）墓
SX01（図 2-7 ～ 9）
　調査区の南側で検出された石棺墓である。大半が撹乱を受け，失われているが，墓壙の平面形は本来，
長方形であったものと推定され，検出面で長さ 1.28m，幅 0.98m，底面で長さ 1.09m，幅 0.75m を測る。
墓壙の断面形は長軸・短軸ともに，逆台形状を呈し，深さ 0.50m を測る。石棺は，板状あるいは横
長の石を 2 ～ 3 段積み上げて構築されている。石を横積みした北側の長壁とは異なり，西側の短壁
は板状の石を立てて造られている。石棺に使われた石材はすべて，遺跡の南側に位置する眉山周辺で
採取しうる緑色片岩である。長壁の東側上部には，蓋石の一部が残存していた。石棺底の内法は長さ








SX02（図 2-10 ～ 14，図版 1）
　調査区の南側で検出された土壙墓である。SX01 の北西に位置する。墓壙の平面形は，検出面で隅
丸長方形を呈し，長さ 1.61m，幅 0.72m を測る。底面で長楕円形に近い隅丸長方形を呈し，長さ 0.92m，
幅 0.47m を測る。墓壙内の南側にはテラス状の段がある。墓壙の断面形は，長軸でやや不整な舟形，
短軸で U 字形を呈する。深さは 0.59m を測る。埋土は 7 層に分けられるが，粗砂からなる 3・6 層
を除いて，シルト層が主体をなしている。炭化物を含む 7 層，炭化物を多量に含む 6 層が堆積した後，
上位の層が U 字形をなして堆積している。墓壙の北側からは緑色片岩製の板石（長さ 70 ㎝×幅 45
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完掘状況（南西から）





























































































































1 ① 弥生土器・壺 (18.2) - -
刷毛目のちヨコナデ／ヨコナデ・ミガ
キ




2 ③最下層 弥生土器・壺 (25.2) - -
口縁端部 1 条の沈線に刻目，ヨコナデ・
ミガキ／ヨコナデ・ミガキ




3 ③最下層 弥生土器・壺 - - -
刷毛目・5 条の沈線／ナデ・ユビオサ
エ
10YR 6/4 に ぶ い 黄 橙 ／ 2.5Y 
6/3 にぶい黄
微細，石英・長石・輝石
4 北半部最下層 弥生土器・壺 - - - ナデ・3 条の沈線／ナデ 7.5YR 8/4 浅 黄 橙 ／ 10YR 7/3
にぶい黄橙
微細，長石・輝石・角閃石多量




5YR 6/6 橙／ 10YR 7/3 にぶい
黄橙
微細，石英・長石・輝石
6 ① 弥生土器・甕 - - -
口縁部刷毛目・ユビオサエ，胴部 3 条
の沈線・刷毛目・ナデ／ヨコナデ
5YR 7/6 橙／ 7.5YR 7/4 にぶい
橙
微細，石英・長石・輝石
7 北半部板石直上 弥生土器・甕 - - -
口縁端部刻目，刷毛目・ナデ・6 条の
沈線／ヨコナデ
10YR 5/3 に ぶ い 黄 褐 ／ 10YR 
6/3 にぶい黄橙
細，石英・長石・輝石
8 ② 弥生土器・甕 - - -
3 条の沈線・刷毛目／刷毛目のちナデ・
ミガキ




9 北半部最下層 弥生土器・甕 - (5.8) - 刷毛目，底面ナデ／ナデ











SK01-1（図 2-15 ～ 17・19・20，表 2-1・2，図版 1・2）






形態であり，深さは 0.30m を測る。埋土は 6 層に
分けられ，1 層の撹乱を除き，シルトが主体をな
している。3 ～ 6 層は，炭化物・土器・焼土といっ
た混入物を含んでいることで，2 層とは大きく区別できる。底面からは 30 ㎝大の石が検出された。
長軸方向は N10° W である。内部からは，弥生土器の壺・甕などの破片，両刃石斧・石皿などの石
器が出土した。本遺構は，出土した土器からみて，弥生時代前期末に属するものと考えられる。
SK01-2（図 2-15 ～ 17・19・20，表 2-1・2，図版 2）
　調査区の北西部で検出された土坑である。SD02 と SK01-1 に切られている。平面形は西側を
SK01-1 に破壊されているため，正確にはわからないが，隅丸方形あるいは隅丸長方形であろうか。
南北長は 1.21m，東西長は残存部位で 0.57m を測る。断面形は肩から底面にかけて，傾斜が徐々に
緩くなる形態であり，深さは 0.19m を測る。埋土は 4 層に分けられ，シルトが主体をなしている。9





　調査区中央より西側で検出された焼土遺構である。SX02 と SK01-1，SK01-2，SD02 の間に位置する。
平面形は不整な五角形で，南北長 0.70m，東西長 0.64m を測る。南東隅を直径 5 ～ 6 ㎝の杭穴に切










10 ④ 打製石斧 10.3 5.6 2.3 195 ？
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番号 遺構 出土位置 種類・器種
法量（㎝）
文様・調整（外／内） 色調（外／内） 胎土 備考
口径 底径 器高
11 SK01‐1 ① 弥生土器・壺 (17.2) - -
摩耗・刷毛目のちナデ，頸部 5 条の
沈線／ナデ 5YR 6/6 橙／ 5YR 6/6 橙
微細，石英・長石・
輝石多量 -















7.5YR 5/3 にぶい褐 微細，長石・輝石
図面上で，沈線 3
条として復元












16 SK01‐2 ④ 弥生土器・壺 - - -
ナデのちミガキ？・３条の沈線／ナ
デ




17 SK01‐2 - 弥生土器・壺 - - -
板ナデのちナデ・３条の沈線／板ナ
デ




















20 SK01-2 - 扁平片刃石斧 4.4 2.1 0.8 16.2 ？ -
21 SK01-1 ① 不明石器 5.2 6.5 0.6 30.43 塩基性片岩 -
22 SK01 北半部 打製石庖丁 4.3 10.25 1.4 83.43 塩基性片岩 -
23 SK01 北半部 スクレイパー 5.5 6.45 2.0 68.3 チャート -
24 SK01-1 ① スクレイパー 3.0 5.2 0.5 8.74 サヌカイト -
25 SK01-1 ① 両刃石斧 12.35 3.35 1.3 79.24 藍閃石？ 剥離 ( 再加工か？ )





27 弥生土器・甕 (25.8) - -
口縁端部刻目，口縁部ヨコナデ，













































































































10YR 5/2 灰黄褐／ 7.5YR 5/4 に
ぶい褐
微細，石英・長石・輝石多量














　調査区の北西部で検出された溝である。SK01-1 と SK01-2 を切っている。幅 0.24 ｍ，深さ 0.13m
を測り，南北に 2.08 ｍ分検出された。内部からは弥生土器片が出土した。本遺構は，出土遺物からみて，
弥生時代前期末に属するものと考えられる。
SD03（図 2-25 ～ 27，図版 3）

















文様・調整（外／内） 色調（外／内） 胎土 層位
口径 底径 器高
37 縄文土器・深鉢 - - -
口縁端部刻目，ナデ・1 条の貼
付突帯文に刻目／ナデ
5YR 5/4 にぶい赤褐／ 5YR 
6/6 橙
微 細， 長 石・ 輝 石・
角閃石多量
4 層最下部
38 弥生土器・壺 - - -
ナデ・ミガキ／剥離・ナデ・ユ
ビオサエ
5YR 5/6 明赤褐／ 10YR 4/1
褐灰
微 細， 石 英・ 長 石 多
量
4 層下面
39 弥生土器・甕？ - - - 刷毛目・ナデ・4 条の沈線／ナデ
10YR 5/2 灰 黄 褐 ／ 2.5Y 
7/2 灰黄
微細，長石・輝石 4 層
40 弥生土器・蓋 - (6.6) - ナデ・ユビオサエ／ナデ・ミガキ
10YR 7/4 に ぶ い 黄 橙 ／
10YR 6/4 にぶい黄橙
微 細， 石 英・ 長 石・
輝石・角閃石多量
4・5 層
41 弥生土器・甕 - (8.8) - ナデ・板ナデ／ナデ
7.5YR 5/3 にぶい褐／ 10YR 
7/3 にぶい黄橙
















重さ（g） 石材 備考 層位
長さ 幅 厚さ
42 石皿 3.7 8.1 1.7 58.09 砂岩 - 4 層
43 スクレイパー 5.5 5.6 0.9 33.38 サヌカイト - 4 層
44 敲石 7.9 7.7 4.3 350 石英 磨り痕に赤色顔料付着，裏
面剥離・敲打痕
4 層下半部
45 磨石 8.1 6.3 5.3 375 ？ - 4 層下半部
36
うか。40 は蓋である。小形壺用であろうか。これらは４～５層からの出土である。石器には，石皿，
スクレイパー，敲石，磨石がある。42 は小片ではあるが，石皿と判断した。石材は砂岩である。43
はスクレイパーである。石材はサヌカイトである。44 は敲石である。石材は石英で，赤色顔料が付
着している。45 は磨石である。いずれも４層からの出土である。
（端野晋平）
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